
二 〇 一 三 年 度 大 東 文 化 大 学 試 験 用 紙 前 期 試 験

２ ０ １ ３ 年 ７ 月 １ ９ 日 第 ３ 時 限 文 学 部 学 科 年 採 点 欄

１ 科 目 教 員 名 名 学 籍 番 号 番

氏

古 典 文 学 特 殊 講 義 ３ 日 吉

板 橋 校 舎 授 業 （ 金 曜 日 三 時 限 ） 自 筆 ノ ︲ ト の み 参 照 可

次 の ① ～ ⑤ の 五 世 紀 か ら 八 世 紀 の 古 代 日 本 語 文 を 訓 み 下 し た 上 で 、 そ れ ぞ れ の 特 質 と か な 発 達 以 前 の 、 語 文 表 記 に つ い て

総 合 的 に 詳 述 し な さ い 。

① 辛 亥 年 ︵ 四 七 一 ︶ 七 月 中 の 紀 年 銘 を 有 す る 埼 玉 県 行 田 市 埼 玉 稲 荷 山 古 墳 出 土 鉄 剣 の ︹ 銘 文 ︺ 、

ヨ

︵ 表 ︶ ﹁ 辛 亥 年 七 月 中 記 乎  居 臣 上 祖 名 意 冨 比  其 児 多 加 利 足 尼 其 児 名 弖 已 加 利  居 其 児 名 多 加 披 次  居

其 児 名 多 沙 鬼  居 其 児 名 半 弖 比 ﹂

︵ 裏 ︶ ﹁ 其 児 名 加 差 披 余 其 児 名 乎  居 臣 世 々 為 杖 刀 人 首 奉 事 来 至 今  加 多 支 鹵 大 王 寺 在 斯 鬼 宮 時 吾 左 治 天 下

令 作 此 百 練 利 刀 記 吾 奉 事 根 原 也 ﹂

い つ に い は く 、 あ ま な ひ を も ち て た ふ と し と な す 、 さ か ふ る な き を む ね と な す 。 ひ と み な は た む ら あ れ ど も 、 ま た さ と る ひ と す く な し 。

② 一 曰 、 以 和 為 貴 、 無 忤 為 宗 。 人 皆 有 党 、 亦 少 達 者 ﹁ 十 七 条 憲 法 ﹂ ︵ 六 〇 四 年 ︶

③ 池 邊 大 宮 治 天 下 天 皇 、 大 御 身 労 賜 時 、 歳 次 丙 午 年 、 召 於 大 王 天 皇 與 太 子 而 、 誓 願 賜 、 我 大 御 病 太 平 欲 坐 故 、 将 造 寺

薬 師 像 作 仕 奉 詔 。 然 當 時 崩 賜 、 造 不 堪 者 、 小 治 田 大 宮 治 天 下 大 王 天 皇 及 東 宮 聖 王 、 大 命 受 賜 而 、 歳 次 丁 卯 年 仕 奉 。

﹁ 法 隆 寺 金 堂 薬 師 仏 光 背 銘 ﹂ ︵ 推 古 十 五 年 ︿ 六 〇 七 ﹀ ？ 、 天 智 六 年 ︿ 六 六 七 ﹀ 、 ﹃ 上 宮 法 王 帝 説 ﹄ に も 所 載 ︶

か の と み の と し じ ゅ う が つ み か し る す 、 さ の の み や け と さ だ め た ま へ る た け も り の み こ と の う ま ご く ろ め の と じ 、 こ の に ひ か は の お み の こ う ま ご お ほ こ の お み に あ ひ て う め る こ の

④ 辛 巳 歳 集 月 三 日 記 、 佐 野 三 家 定 賜 健 守 命 孫 黒 賣 刀 自 、 此 新 川 臣 児 、 斯 多 々 弥 足 尼 孫 大 児 臣 娶 生 児 長 利 僧 、

は は の た め に し る し さ だ め し ふ み な り

母 為 記 定 文 也 、 放 光 寺 僧 。 ﹁ 上 野 国 山 名 村 碑 ﹂ ︵ 天 武 十 年 ︿ 六 八 一 ︶

あ き つ み か み お ほ や し ま ぐ に し ら し め す す め ら が お ほ み こ と の り た ま ふ お ほ み こ と う ご な は り は べ る み こ た ち お ほ き み た ち つ か さ づ か さ の ひ と ど も あ め の し た の お ほ み た か ら も ろ も ろ き き た ま へ と の る

⑤ 現 御 神 ︹ 止 ︺ 大 八 嶋 国 所 知 天 皇 大 命 ︹ 良 麻 止 ︺ 詔 大 命 ︹ 乎 ︺ 集 侍 皇 子 等 王 等 百 官 人 等 天 下 公 民 諸 聞 食 ︹ 止 ︺ 詔 。

﹃ 続 日 本 紀 ﹄ 宣 命 一 詔 ︵ 文 武 天 皇 元 年 ︿ 六 九 七 ﹀ 八 月 庚 辰 ︶ ︹ ︺ 内 小 字 。

※ ︵ 注 ︶ 解 答 を 裏 面 に 記 入 す る 場 合 は 、 問 番 号 を 付 し て こ の 欄 の 裏 側 か ら 記 入 す る こ と 。
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二 〇 一 三 年 度 大 東 文 化 大 学 試 験 用 紙 前 期 試 験

２ ０ １ ３ 年 ７ 月 １ ９ 日 第 ３ 時 限 文 学 部 学 科 年 採 点 欄

２ 科 目 教 員 名 名 学 籍 番 号 番

氏

古 典 文 学 特 殊 講 義 ３ 日 吉

板 橋 校 舎 授 業 （ 金 曜 日 三 時 限 ） 自 筆 ノ ︲ ト の み 参 照 可

問 二 『 古 事 記 』 「 序 文 」 、 『 万 葉 集 』 「 好 去 好 来 歌 」 、 『 古 語 拾 遺 』 「 加 序 」 に 見 え る 諸 相 か ら 、 古 代 日 本 語 （ 倭 語 ） の

表 現 と 表 記 に つ い て 、 論 述 し て み な さ い 。 ︵ 50 ︶

※ ︵ 注 ︶ 解 答 を 裏 面 に 記 入 す る 場 合 は 、 問 番 号 を 付 し て こ の 欄 の 裏 側 か ら 記 入 す る こ と 。

２
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